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那珂市議会全員協議会記録 

開催日時 令和４年11月24日（木）午前10時 

開催場所 那珂市議会全員協議会室 

出席者  議 長 萩谷 俊行   副議長 大和田和男 

議 員 原田 陽子   議 員 小池 正夫 

議 員 石川 義光      議 員 關   守 

議  員 冨山  豪      議  員 花島  進 

議  員 木野 広宣   議  員 古川 洋一 

議 員 勝村 晃夫   議 員 武藤 博光 

議 員 笹島  猛   議  員 君嶋 寿男 

議  員 福田耕四郎 

欠席者  議  員 寺門  厚 

職務のため出席した者の職氏名 

     事務局長 会沢 義範  次 長 横山 明子 

次長補佐 三田寺裕臣 

会議事件説明のため出席した者の職氏名（総括補佐以上及び発言者） 

市長 先﨑  光       副市長 玉川  明 

教育長 大縄 久雄      企画部長 大森 信之 

政策企画課長 篠原 広明   政策企画課長補佐 宇佐美智也 

財政課長 大内 正輝     財政課長補佐 照沼 克美 

総務部長 渡邊 荘一     総務課長 加藤 裕一 

総務課長補佐 小泉 友哉   管財課長 川﨑 慶樹 

管財課長補佐 稲田 政徳   市民生活部長 玉川 一雄 

市民協働課長 秋山 光広   市民協働課長補佐 平野 玉緒 

環境課長 綿引  稔     環境課長補佐 荻津 厚緒 

     保健福祉部長 平野 敦史   社会福祉課長 髙安 正紀 

     社会福祉課長補佐 山田  明 こども課長 萩野谷 真 

     こども課長補佐 水野 厚子  介護長寿課長 萩野谷智通 

     介護長寿課長補佐 住谷 孝義 健康推進課長 玉川祐美子 

     健康推進課長補佐 飛田  建 産業部長 浅野 和好 

     農政課長 会沢  実     農政課長補佐 浜名 哲士 

     上下水道部長 根本 雅美   下水道課長 金野 公則 

会議に付した事件 

（１） 議会運営委員会委員長報告 
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  …委員長報告のとおりとする 

（２）報告第10号 専決処分について（損害賠償請求に関する和解及び損害賠償の額の決定） 

  …執行部より説明あり 

（３）報告第11号 専決処分について（損害賠償請求に関する和解及び損害賠償の額の決定） 

  …執行部より説明あり 

（４）議案第54号 専決処分について（令和４年度那珂市一般会計補正予算（第４号）） 

  …執行部より説明あり 

（５）議案第55号 令和４年度那珂市一般会計補正予算（第５号） 

  …執行部より説明あり 

議事の経過概要（出席者の発言は以下のとおり） 

     開会（午前10時03分） 

事務局長 皆さん、おはようございます。 

   大変お疲れさまです。ただいまから全員協議会のほう開催するわけですが、その前に本

日の日程について説明をさせていただきます。 

   本日、先ほど議会運営委員会が終わりまして、ただいま全員協議会のほう開催するわけ

ですが、本日、全員協議会につきましては２回開催する予定となってございます。 

   まず、最初に議会運営委員会のほうの報告並びに本日開催されます臨時会、こちらのほ

うの提出案件の説明の全員協議会をまず開きまして、その後臨時会を開催いたします。

臨時会が終わりましたら全員協議会のほうを開催しまして、執行部提出の協議報告案件

についてご審議いただくという形になってございます。 

   なお、全員協議会と臨時会、臨時会と全員協議会の間にユーチューブの限定配信のほう

の切替えを予定しておりますので、お時間を10分から15分ほどいただくことになるかと

思います。ちょっと時間が延びてしまうかもしれませんが、ご協力よろしくお願いいた

します。 

   本日は、新型コロナウイルス感染症対応としまして、３密をできるだけ避けるために机

の間隔を開けております。また、換気のため廊下側のドアを開放して行います。 

   ただいまより全員協議会を開会いたします。 

   初めに、議長よりご挨拶をお願いいたします。 

議長 おはようございます。 

   定例会前の全員協議会にご参集いただきまして、誠にありがとうございます。 

   今事務局より説明がありましたけれども、全員協議会、また臨時会、また全員協議会と、

今日は多数ありますので、慎重なりにもスムーズなご審議をお願いいたしまして、簡単

ではありますが挨拶に代えさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局長 それでは、この後の進行は議長にお願いいたします。 

議長 ご連絡いたします。 
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   会議は公開しており、傍聴可能とします。また、会議の映像を庁舎内のテレビに放送し

ます。会議内での発言は必ずマイクを使用し、質疑・答弁の際は簡潔かつ明瞭にお願い

いたします。携帯電話をお持ちの方は、ご配慮を願います。 

   ただいまの出席議員は15名であります。欠席議員は寺門厚議員１名であります。 

   定足数に達しておりますので、これより全員協議会を開会いたします。 

   会議事件説明のため市長、副市長、教育長ほか関係職員の出席を求めております。職務

のため議会事務局職員が出席をしております。 

   議事に先立ちまして、先﨑市長が出席をしておりますので、ご挨拶をお願いいたします。 

市長 皆様、おはようございます。 

   本日の全員協議会の開催に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

   議員各位におかれましては、平素より市政運営に特段のご配慮を賜りまして、厚く御礼

を申し上げます。また、過日行われました那珂市表彰式典の際にもご臨席を賜りまして、

重ねて御礼を申し上げます。 

   さて、新型コロナウイルス感染症につきましては、10月に入ってから県内においても

再び増加傾向に転じ、今年１月の第６波のピークを超える感染者数が報告されておりま

す。季節性インフルエンザとの同時流行による医療体制の逼迫も懸念される中、市とし

ましては市民の健康を第一とし、オミクロン株対応のワクチン接種を推進するとともに、

基本的な感染症対策を徹底しながら、緊張感を持って各種施策に取り組んでまいります

ので、議員の皆様におかれましても、今後ともお力添えを賜りますようよろしくお願い

を申し上げます。 

   さて、本日の全員協議会におきましては、損害賠償請求に関する和解及び損害賠償額の

決定や令和４年度那珂市一般会計補正予算につきましてご説明をさせていただきます。

ご協議のほどよろしくお願い申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

議長 ありがとうございました。 

   それでは、次第に従いまして議事に入ります。 

   議会運営委員会、古川委員長より報告を願います。 

古川議員 それでは、議会運営委員会の開催及び結果につきまして、ご報告をいたします。 

   先ほど、議会第２委員会室におきまして議会運営委員会を開催し、令和４年第２回臨時

会及び令和４年第４回定例会について審議をいたしました。 

   初めに、令和４年第２回臨時会の提出議案及び会期日程案についてであります。 

   議会運営委員会、全員協議会資料の１ページをご覧ください。 

   提出議案は、報告が２件、議案が２件であります。なお、議案の委員会付託については

議事の都合上当該委員会へ付託せず、会議規則第37条第３項の規定に基づき省略すべき

ものと決定をいたしました。 
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   以上のことから、４ページのとおり、今臨時会の会期日程案は本日11月24日の１日間

とすべきものと決定いたしました。 

   １ページにお戻りください。 

   次に、令和４年第４回定例会についてでございます。 

   提出予定議案は、条例の制定及び条例の一部改正並びに補正予算などの議案が15件、

契約の締結が１件、公の施設の指定管理者の指定が２件であります。いずれも第４回定

例会中に上程し、この議案18件につきましては５ページの委員会付託表（案）のとおり

各常任委員会に付託し審議することに決定をいたしました。 

   資料の３ページに戻りまして、全員協議会協議報告案件は本日の臨時会に提出された案

件を含め７件、12月16日に予定されております案件が２件であります。 

   次に、請願、陳情につきましては、今回は提出がございませんでした。 

   続いて、資料の６ページをご覧ください。 

   一般質問は10名の議員から通告がございました。通告内容及び予定時間につきまして

は一般質問通告書（通告順）のところに掲載をしてございます。先ほど議会運営委員会

で抽せんを行い、お配りしてありますとおり、一般質問順番表のとおり順番を決定いた

しました。第４回定例会においては、一般質問の日程を２日間とし、12月５日、原田議

員から勝村議員までの６名、12月６日、小池議員から古川までの４名で実施することを

決定いたしました。 

   議案質疑、討論の通告につきましては、会期日程（案）をご覧の上、通告される場合は

遺漏のないようにお願いをいたします。また、今回の一般質問の通告内容について重複

していると思われる内容はございませんでした。 

   次に、お配りした今定例会の会期日程（案）をご覧ください。 

   今定例会の会期日程は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により日程どおりの進行

が難しい場合に備え、前定例会同様、今定例会の会期を別紙のとおり11月30日から12月

27日までの28日間とし、12月19日までに予定どおり全ての審議が議了した場合には、会

期中に閉会する議決により同日に閉会することと決定いたしました。 

   また、傍聴席の対応ですが、こちらも新型コロナウイルス感染者数が増加傾向にあるこ

とから、今定例会も引き続き傍聴席の間隔を１席ずつ開けて行っていくことと決定いた

しました。 

   また、従来行っておりました議員の３分の１が退席し、控室のモニター等で視聴すると

いう方法につきましては、今回はなしということにしまして、全員議席で視聴すること

となりましたので、よろしくお願いいたします。 

   最後に、別紙資料をご覧ください。 

   一般質問の際、傍聴席からでは質問者の顔が見えないとのご意見をいただいておりまし

たので、今回、一般質問時に議場内、詳しくは赤い部分で表示されております議長席の
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前、演題の後ろのところに電子黒板によるモニターを設置しまして、傍聴席からも質問

者の顔が見えるようにする試みを試行として実施することといたしました。 

   以上、ご報告をいたします。よろしくお願いします。 

議長 委員長の報告が終わりました。 

   何か確認したいことはございますか。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長 ないようですので、この件につきましては委員長報告のとおり決定いたします。よろし

くお願いいたします。 

   暫時休憩いたします。執行部の入替えをお願いします。 

     休憩（午前10時13分） 

     再開（午前10時14分） 

議長 再開します。 

   報告第10号 専決処分について（損害賠償請求に関する和解及び損害賠償の額の決定）

及び報告第11号 専決処分について（損害賠償請求に関する和解及び損害賠償の額の決

定）について、一括して説明願います。 

総務課長 総務課長の加藤でございます。以下、関係職員が出席しております。よろしくお願

いいたします。 

   着座にて説明させていただきます。 

   それでは、報告第10号をご覧ください。 

   報告第10号 専決処分について。 

   別紙のとおり専決処分しましたので、報告いたします。 

   令和４年11月24日提出、那珂市長。 

   次のページをご覧ください。 

   専決処分の内容について、ご説明いたします。 

   専決処分年月日は、令和４年10月13日。損害賠償の額は14万3,759円です。損害賠償の

相手方は、相手方１が車両所有者、相手方２が運転手で、記載のとおりでございます。 

   事件の概要です。令和４年５月25日水曜日、午前９時23分、古徳1915番６地先、国道

118号において市職員が運転する公用車が信号で停止していた相手方１の車両へ追突し、

運転をしていた相手方２が負傷したものです。 

   損害賠償の額の内訳です。相手方１が２万2,638円、相手方２が12万1,121円です。 

   過失割合。市が10割でございます。 

   次のページが発生場所、車両写真等になります。 

   説明は以上でございます。 

   続きまして、報告第11号をご覧ください。 

   報告第11号 専決処分について。 
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   別紙のとおり専決処分したので、報告いたします。 

   令和４年11月24日提出、那珂市長。 

   次のページをご覧ください。 

   専決処分の内容について。専決処分年月日は、令和４年11月２日。損害賠償の額は29

万2,674円です。損害賠償の相手方は、相手方１が車両所有者、相手方２が運転手で、記

載のとおりでございます。 

   事件の概要です。令和３年12月９日木曜日、午後１時25分、菅谷2742番地９地先にお

いて、市職員が運転する公用車（塵芥車）が一時停止の標識のある交差点で一旦停止後

に侵入したところ、優先道路を右方向から進行してきた相手方１の原動機付自転車が公

用車運転席側に接触し、運転をしていた相手方２が負傷したものです。 

   損害賠償の額の内訳。相手方１が１万9,887円、相手方２が27万2,787円です。 

   過失割合。市が８割５分です。 

   次のページが発生場所、車両写真等になります。 

   説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

議長 執行部の説明が終わりました。 

   ただいまの説明について、質疑、ご意見ございませんか。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

議長 なければ、以上で質疑を終結いたします。 

   暫時休憩いたします。執行部の入替えをお願いします。 

     休憩（午前10時20分） 

     再開（午前10時21分） 

議長 再開します。 

   続きまして、議案第54号 専決処分について（令和４年度那珂市一般会計補正予算

（第４号））について、執行部より説明願います。 

財政課長 財政課長の大内です。ほか関係職員が出席しております。どうぞよろしくお願いい

たします。 

   それでは、議案第54号をご覧ください。 

   議案第54号 専決処分についてご説明いたします。 

   地方自治法第179条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定によりこれを報告し、承認を求めるものです。 

   ３ページをお願いいたします。 

   令和４年度那珂市一般会計補正予算（第４号）について、ご説明いたします。 

   第１条になります。 

   歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億3,595万4,000円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ232億3,763万3,000円とするものです。 
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   ５ページをお願いいたします。 

   第２表 継続費補正になります。 

   ２款総務費、１項総務管理費、四中学区コミュニティセンター整備事業（施工監理工事

分）。補正後総額８億7,221万2,000円。年割額、令和４年度３億4,667万円、令和５年度

５億2,554万2,000円。 

   ７ページをお願いいたします。 

   款、項、目、補正額の順にご説明いたします。 

   歳入になります。 

   15款国庫支出金、２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金２億8,530万4,000円。 

   16款県支出金、２項県補助金、２目民生費県補助金5,065万円。 

   ８ページをお願いいたします。 

   歳出になります。 

   ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費２億8,530万4,000円。 

   ３款民生費、２項児童福祉費、２目児童措置費5,065万円。 

   以上でございます。よろしくお願いいたします。 

議長 執行部の説明が終わりました。 

   ただいまの説明について、質疑、ご意見ございますか。 

古川議員 補正予算書の８ページなんですけれども、社会福祉総務費の、いわゆる電気、ガス、

水道とか食料品とか、そういったものの価格高騰を受けて緊急支援給付金ということで

２億7,500万円ということなんですが、具体的にどういう要件で幾らぐらい給付されるの

か教えてください。 

社会福祉課長 社会福祉課長、髙安です。 

   こちらにつきましては、国のほうから国の物価高騰に伴って負担額が増額するというこ

とを踏まえまして、非課税世帯及び家計急変世帯に対して、１世帯当たり一律５万円を

支給するものになってございます。対象世帯につきましては、一応確認した中で5,500世

帯に対して一律５万円を支給するという形になってございます。 

   以上になります。 

議長 ほかにございませんか。 

     （なし） 

議長 なければ、以上で質疑を終結いたします。 

   暫時休憩いたします。執行部の入替えをお願いします。 

     休憩（午前10時25分） 

     再開（午前10時27分） 

議長 再開します。 

   続きまして、議案第55号 令和４年度那珂市一般会計補正予算（第５号）について、
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執行部より説明願います。 

財政課長 引き続き財政課になります。ほか関係職員が出席しております。どうぞよろしくお

願いいたします。 

   それでは、議案第55号をご覧ください。 

   議案第55号 令和４年度那珂市一般会計補正予算（第５号）について、ご説明いたし

ます。 

   第１条になります。 

   歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億8,415万5,000円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ234億2,178万8,000円とするものです。 

   ４ページをお願いいたします。 

   款、項、目、補正額の順にご説明いたします。 

   歳入になります。 

   15款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金246万3,000円。 

   15款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金１億3,169万3,000円。 

   16款県支出金、３項委託金、５目民生費委託金６万2,000円。 

   20款繰越金、１項繰越金、１目繰越金4,993万7,000円。 

   ５ページをお願いいたします。 

   歳出になります。 

   ２款総務費、１項総務管理費、６目企画費１億78万4,000円。 

   ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費６万3,000円。２目高齢福祉費

2,353万7,000円。３目障害福祉費2,312万7,000円。 

   ６ページをお願いいたします。 

   中段になります。 

   ３款民生費、３項生活保護費、１目生活保護総務費328万5,000円。 

   ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費1,014万円。 

   ７ページをお願いいたします。 

   ５款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費2,321万9,000円。 

   以上でございます。よろしくお願いいたします。 

議長 続いて、補正予算の主な内容である電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金

の説明を願います。 

政策企画課長 政策企画課長の篠原でございます。ほか関係職員が出席しております。よろし

くお願いいたします。 

   資料につきましては、全員協議会の資料をご覧ください。 

   資料の２ページ目でございます。市の独自支援事業等の進捗状況についてということで、

（１）令和４年度新規事業実施について、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
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交付金における電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金の充当事業について、

ご説明をいたします。 

   この交付金については、国の物価・賃金・生活総合対策本部におきまして岸田総理の指

示により創設されたもので、資料２ページ上段の上の部分に記載をしてございますが、

エネルギー、食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、地域の実

情に応じてきめ細やかに必要な支援を実施する地方公共団体の取組により重点的、効果

的に活用される仕組みへと見直しを図りつつ、対策を一層強化するため、電力・ガス・

食料品等価格高騰重点支援地方交付金が創設されたものでございます。 

   これによりまして、地方公共団体が実施する消費下支え等を通じた生活支援や医療、介

護、障害施設等に対する物価高騰対策支援、また農林水産業における物価高騰対策支援

といった事業者支援を行うものでございます。 

   この交付金の創設に合わせまして、国からは推奨事業が示されているところでございま

すが、これまでに実施いたしました国や県の支援メニューや那珂市での独自支援事業な

ど照らし合わせまして、新たな市の独自支援メニューを創設するものでございます。 

   この交付金の額でございますが、資料中ほど、右側の表にあるとおり、電力、ガス、食

料品等価格高騰分としまして１億3,169万3,000円になりまして、今回の支援メニューの

合計では、下の表の一番下のところにありますとおり、１億8,080万7,000円となってご

ざいます。 

   それでは、その支援メニューについてご説明をいたします。 

   同ページの下の資料になります。 

   まず、生活者支援としまして、キャッシュレス決済ポイント還元事業で、政策企画課が

所管課となります。補正予算額が１億78万4,000円でございます。エネルギー、食料品価

格等の物価高騰の影響を受けた生活者に対して、消費の下支えとなるよう支援を行うと

ともに、新しい生活様式に沿った非接触型のキャッシュレス決済、ＤＸの推進等により

消費を喚起して市内経済の活性化を図り、コロナ禍の影響を受けた事業者を支援するも

のとして、生活者支援メニューとしてではありますが、事業者支援にもつながるもので

ございます。 

   事業概要としましては、ＰａｙＰａｙを使って決済した場合に20％相当のポイントを

付与するもので、１回の支払いの上限が1,000円、実施期間中の上限を１万円としました。

例えば、5,000円のお買物をすると1,000円分のポイントが付与され、それを10回繰り返

すことができるということになります。ＰａｙＰａｙが使える対象店舗は、10月末現在

で大型店からコンビニ等を含めましておよそ400店舗ございます。来年の１月５日から１

月31日までを実施期間といたします。なお、高齢者など使い方が分からない方等がいら

っしゃると思いますので、年内には中央公民館とらぽーるにて説明会を開催するととも

に、年明けには市役所１階ロビーにて個別の相談会を開催する予定としてございます。 
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   以上でございます。 

介護長寿課長 介護長寿課長の萩野谷です。よろしくお願いいたします。 

   それでは、資料３ページ上段にあります事業者支援、高齢者福祉施設等物価高騰緊急支

援事業につきましてご説明させていただきます。 

   まず、補正予算額でございます。2,353万7,000円となります。新型コロナウイルス感

染症による影響が長期化する中、コロナ禍において電力や燃料費、食料品などの価格高

騰に影響を受けています高齢者福祉施設等に対し物価高騰緊急支援金を支給することに

より経済的な負担軽減を図るとともに、引き続き質の高いサービスが安定的に供給され

るよう事業継続の支援を行うものでございます。 

   続きまして、事業概要です。物価高騰緊急支援金の支給対象は、市内に住所を有する入

所系サービス、通所系サービス、訪問系サービスの事業者で、対象件数は99事業所とな

ります。支給額につきましては、物価高騰の上昇率や高騰した額を基礎として算定いた

しまして、サービス種別ごとに基準額を設定してございます。詳細につきましては、表

に記載したとおりでございます。 

   今後の予定になりますが、事業所に対しまして案内文や申請書等を送付し、12月から

申請の受付を開始いたします。申請を受領した後、速やかに支給するものとしまして、

本年度末までに完了する予定としております。 

   説明につきましては以上です。よろしくお願いいたします。 

社会福祉課長 続きまして、社会福祉課長の髙安です。よろしくお願いいたします。 

   こちら、社会福祉課につきましては、同じく３ページの下段になります。事業者支援、

障害者福祉施設等物価高騰緊急支援事業です。 

   補正予算額につきましては、2,312万7,000円になってございます。こちらにつきまし

ても、電力、燃料費及び食料品などの物価高騰の影響を受けている障害者福祉施設に対

しまして、質の高いサービスの安定的な供給が維持されるよう経済的な支援を行うとと

もに物価高騰の影響を受けやすい障害当事者を支援するため物価高騰緊急支援金を支給

するものです。 

   事業概要といたしましては、先ほどの高齢者福祉施設等と同様に、表でお示ししており

ますとおり、障害者福祉施設等の各サービスの種別と定員等に応じまして、基礎支援金

として36万円から12万円の範囲で段階的に支援金のほうを支給するというふうな形にな

ってございます。また、基礎支援金対象事業者のうちに、その他障害福祉サービス事業

所におきましては食事提供や送迎対応を実施している事業所につきましては加算支援金

を支給するという形になってございます。 

   なお、申請期間につきましては、12月から受付を開始いたしまして、順次支給してま

いりたいを考えてございます。 

   社会福祉課分につきましては以上になります。 
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健康推進課長 健康推進課長の玉川です。よろしくお願いいたします。 

   資料は、４ページの上段になります。 

   事業者支援医療機関等物価高騰緊急支援事業になります。 

   補正予算額は1,014万円になります。 

   新型コロナウイルス感染症の対応等厳しい環境下の中、電気代等の物価高騰が顕著にな

っており、公定価格により料金を調整できない医療機関等の経営に大変影響を受けてお

ります。コロナ禍におきましても、引き続き市民が安心、安全な医療サービスを受けら

れることを目的に、医療機関等に対し物価高騰緊急支援金を支給するものでございます。 

   事業概要としましては、下の表にあるとおり、病院の60万円から薬局の６万円まで、

施設の区分に応じ支援金を支給するものとなっております。 

   申請期間は、12月から受付を開始いたしまして、順次支給をしてまいります。 

   事業としましては、今年度末までに事業終了を予定としております。 

   説明は以上です。 

農政課長 農政課長の会沢です。よろしくお願いいたします。 

   資料、同じく４ページの下段になります。また、５ページの事業者支援も続いて説明い

たします。 

   農業者に対しまして２つの緊急応援事業ということになります。 

   １つ目、農業水利施設電気料金高騰臨時対策事業でございます。 

   補正予算額は1,521万9,000円でございます。こちらでございますが、農業者の負担軽

減のため、土地改良区等の農業水利施設に係ります電気料金の値上がり分を補助するも

のでございます。 

   事業概要としましては、土地改良区の４団体及び水利組合６団体に対しまして令和３年

度と令和４年度の電気料金を比較し、値上がり相当分を率を乗じて補助するものでござ

います。 

   12月から受付を開始しまして、順次交付する予定としてございます。 

   続きまして、５ページになります。 

   資源循環型農業構造転換臨時対策事業でございます。 

   補正予算額は800万円でございます。 

   コロナ禍における原油価格や物価高騰による化学肥料価格の上昇の中、化学肥料の使用

量を低減し、堆肥等の産業副産物、こちらを有効活用する資源循環型農業への転換を促

進するための補助となってございます。 

   事業概要としましては、認定農業者や認定新規就農者等を対象にしまして、堆肥等の施

用やその生産に必要な機械、施設等の導入に当たりまして、100万円を上限としまして、

２分の１以内を補助するものでございます。 

   こちらも12月から受付を開始してまいります。 
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   以上がこのたびの重点交付金を活用しました市の独自支援メニューとなります。 

   説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

議長 執行部の説明が終わりました。 

   ただいまの説明について、質疑、ご意見ございますか。 

花島議員 幾つかあります。 

   １つは生活者支援、２ページ目の下の企画です。 

   これを見ますとＰａｙＰａｙだけのようなんですが、そうなのか。それから、大型店

20％、中小店70％、コンビニ７％というのは一体何の割合でしょうか。予測されるポイ

ント関連の金額予測なのかどうか、それをまず聞きたいと思います。 

政策企画課長 今回のＱＲコードを使いましたキャッシュレス決済の事業者ですけれども、Ｐ

ａｙＰａｙ１社ということになります。 

   それと、大型店20％、中小店73％、コンビニ７％というものは、市内のＰａｙＰａｙ

が使えるお店のおよそ400店舗ということになっておりますけれども、その比率といいま

すか、そのうちの20％が大型店、73％が中小店、コンビニが７％ということでございま

す。 

花島議員 店舗数の割合ということですね。 

   それと、非常に私疑問に思うのは、そもそもＰａｙＰａｙをどれだけの人が使うのか。

それからＰａｙＰａｙを何で推進する必要があるのか、全く理解できないんです。今ま

でのキャッシュレスでいったらクレジットカードでやることが多いし、多分クレジット

カード以外でもＰａｙＰａｙ以外の何かもいろいろあるんではないかなと、私使ってい

ないから分からないんですが、それなのに何でこれだけなんですか。その辺の理由を聞

きたいです。 

政策企画課長 まず、今回キャッシュレス決済を取り入れるということにつきましては、以前、

プレミアム付商品券ということで令和２年度と令和３年度と実施しておりました。こち

らにつきましては、準備から利用していただいて精算するまで相当の時間がかかってし

まうということがございましたので、今回はキャッシュレス決済で、既存にそういうデ

ジタルのシステムがあるというところでＰａｙＰａｙを採用したというところでござい

ます。 

   なぜＰａｙＰａｙを採用したかといいますと、シェアですね、ＱＲコード決済のシェア

でＰａｙＰａｙが46.1％ございます。その次に多いのがドコモ系のｄ払いというものが

16.9％、楽天Ｐａｙというものが14.8％ということで、シェアとしてはＰａｙＰａｙが

一番多いということで、まず１つ理由となっています。それと、このキャンペーンを使

ったサービス、こちらを行っているほかの市町村の実績というものもかなり多くござい

まして、現在東海村でも実施しておりますけれども、石岡市でも３回、常陸太田市でも

２回、その他、鉾田市、つくば市、かすみがうら市、八千代町、そういったところでも
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サービスを実施しているという実績がございます。あとコロナ禍の中で、非接触型とい

うことで、新しい生活様式にのっとっているということでこちらを採用させていただい

たということでございます。 

   以上です。 

花島議員 今の説明聞いてもなかなか納得できないです。何でこんなことをやらなきゃならな

いのかというのが本当に、生活者に支援すること自身は私は反対はないんですけれども、

ＰａｙＰａｙでやるというのに何か全然納得できないです。 

   ただ、緊急のことでもあるし、本会議で議案に反対するとまではどうするか考えますけ

れども、もうちょっと考えて何か計画してほしいと思います。 

   次の質問いいですか。 

   農業者支援で、電気代の支援です。これは、どの期間の電気代に対してのものなんでし

ょうか。何となく令和４年度分ということかなという気がするんですが、それでよろし

いんでしょうか。 

農政課長 こちらの電気代補助につきましては、令和４年度が前年と比べて上がっているとい

うようなところですので、その分の補助ということでございます。 

   以上です。 

議長 よろしいですか。 

   ほかに。 

笹島議員 これ今回の岸田内閣の鳴り物入りで始まったあれだよね。先ほど言っていたキャッ

シュレスポイントとか一応農業支援、高齢者支援、これ那珂市の独自であれしたやつで

すよね。ほかとは違うのかな、これ。ちょっと聞きたいんですけれども。 

政策企画課長 今回お示ししました事業につきましては、全て那珂市の独自支援という事業に

なります。 

   以上です。 

笹島議員 これ、私ら思っていたんだけれども、電気、ガス、食料品の価格が高騰したから、

それの支援策だと思ったけれども、それのストレートじゃないんだね。全員にそういう

ことが、恩恵が与えられるあれじゃないんですよね。ピンポイントでこれしていますよ

ね。こういうのやっていいのかなと俺思うんですけれども。それだけ予算がないから仕

方がないと言えばそうなんですけれども。さっきのキャッシュレスだってそうですよね。

もちろんＰａｙＰａｙが独占しているのは分かっていますけれども、これスマホ決済す

るのに、お年寄りできないですよ、こんなこと。悪いけれども。登録してやらなきゃい

けないんですから。都市部だったら皆さんやっていますけれども、俺県内で、私よくス

ーパーに買物行くんですけれども、みんな今はカード使ってやっているというのもいま

す、若い人はね。もちろんスマホ使って。本当に若い人だけで、１割か２割しかいない

んですよ。ほかはみんな現金かそういう形をやっているんで、こんなことやっていて、
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これ本当に使えるものなんですか、これ。ちょっと伺います。 

政策企画課長 先ほども申し上げましたけれども、高齢者の中でお使いが不慣れな方とかも相

当いらっしゃると思います。そういった方のために12月21日にはらぽーる、12月27日に

は中央公民館、こちらで午後の時間を使いまして２回ずつ、計４回説明会を開催したい

と考えてございます。それと、年明け、１月５日の木曜日、それと１月12日、こちらの

午後の時間は市役所１階ロビーに個別の相談窓口を設置しまして、こちらで使い方のご

説明なんかをしたいというふうに考えてございます。 

   それと、ＰａｙＰａｙのほうでも直接、24時間365日体制でコールセンターということ

もございますし、これらを活用していただいてアプリの活用のほうを進めていただきた

いというふうに考えます。 

   以上です。 

笹島議員 何でそんなめんどくさいのやるのかなと思って、もっとストレートにできるもの、

すぐにできるものをまずやってもらいたい。これ実施期間が来年の１月いっぱいなんで

すか、これ。 

政策企画課長 実施期間につきましては、来年の１月５日から１月31日までということにな

ってございます。 

笹島議員 そんな説明受けて云々でやっていて、その割に使用できる１か月しか、こんな不便

なものないと思うんですけれども。これだったらやらないほうがいいんじゃないですか、

こういう利用率が悪いやつ。何かほかに考えて、もっと期間を３か月ぐらい長くすると

か、もっと皆さんで誰でも使えるようにということをもうちょっと考えたほうがいいん

じゃないですか。何か非常にこれ、ただやっているというスタンドプレーしか見えない

んですけれども、どうなんですか、それ。うちもやりましたという何か。中身入ってい

ないんですけれども、どうなんですか、これ。 

政策企画課長 まず、商品券を冒頭考えたということで申し上げたかと思いますけれども、商

品券につきましては30％の還元ということではなっておりましたけれども、その期間、

繰越しは今回できないということもございましたので、相当数日数がかかって、なかな

かそこの商品券というよりは今既存のシステムがあるＰａｙＰａｙを活用して実施した

いということで考えました。それと、商品券につきましては、前回、前々回の対象店舗

が大体210店舗程度だったんですけれども、ＰａｙＰａｙにつきましては400店舗あると

いうことで、相当市内経済の活性化にはつながっていくのかなということで考えてござ

います。 

笹島議員 何でそんなことしつこく言うかというと、これ使えるの本当一部しかいないんです

よ。本当に、どうせこれ還元するんだったら、今言っていた電気、ガス、食料品が高く

なったから皆さんで、苦しんでいるから皆さんで使ってくださいというようなことを、

100％とは言いません、７割、８割使いこなせるようにしてということを私は望んでいる
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んです。もっと期間を長くとか、そういう形ですか、何かそういうことの柔軟性がない

のかなと思うんですけれども。何か、腑に落ちない点があるんですけれども、私の勘違

いかな、それは。 

政策企画課長 繰り返しにはなりますけれども、今回市内経済の活性化とか、そういった部分

に直接寄与できる事業としまして、早急に対応できるこういったキャッシュレス決済を

使って実施したいということでございます。ご理解をお願いいたします。 

議長 ほかにございませんか。 

武藤議員 皆さん出ているＰａｙＰａｙなんですけれども、この議員の中でＰａｙＰａｙ使っ

ている人何人いますか、ちょっと手を挙げていただけますか、ＰａｙＰａｙできる人。

２人か３人ぐらいでしょう。現実的に、議員の中にも若い方いると思うんですけれども、

この今日出席している15名の中で若干３名ということで、僕は非常にＰａｙＰａｙって、

現実的にＰａｙＰａｙを使うためにはコンビニに行ってチャージしなくちゃならないで

すよね。もしくは銀行か何かとクレジット契約結んでそこから入れなくちゃならないと

このＰａｙＰａｙというのは、僕持っていますけれども、ＰａｙＰａｙは非常に難しい

と思います、このＰａｙＰａｙというこれ。これにお金入れなくちゃならない。その手

間と、あとクレジットカードを持っていて、そこから入れなくちゃならないという作業

が絶対僕は中高年の人には難しいと思います。 

   これ現実的に１億円でしょう、これ総額。総額１億円で、最大１万円の支給と、那珂市

民のうちに１万人ほどが最大限使って１万人なんです。この恩恵にあずかれるのが。そ

んなことやるんだったらば、この１億円を、約市内２万世帯だから、5,000円ずつ現金で

配布したほうがいいと思いますよ。現実的に困っているのは冬の電気代とか灯油代が困

るんだから、やはり市民に広くやるんだったら5,000円ずつ配布、僕はそれを強く望みま

すが、その辺り変更する考えございますか。これ強く主張します。 

政策企画課長 今回、国のほうの推奨メニューとして示されているもので、そういった給付型

ということで、直接給付することが推奨ということでは出ていないというのが一つござ

います。その中で、以前やりました商品券につきましては経費率が大体30％から40％ぐ

らい、配布する、商品券を売る、手数料を支払うということで経費がかかってしまうん

ですけれども、今回のこのキャッシュレス決済部分につきましては約５％程度というこ

とで、費用もかなり抑えられるということで、１億円ぐらいの予算ではございますけれ

ども、費用対効果は大きいということで今回こちらの事業を採用させていただいたとい

うことでございます。よろしくお願いいたします。 

武藤議員 納得はいかないんですけれども、ちょっとこれ考えなくてはいけない案件だなと僕

は思いますので、変更できることを期待しておきます。 

議長 ほかに。 

福田議員 ４ページの農政課の電気料金、これの臨時対策事業の中で、対象者が土地改良区と
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水利組合、これについてなんですが、ちょっとこの範囲が狭過ぎると思うんですよ。こ

れ具体的に言いますと、まず末端をもうちょっと見つめていただきたい。この組合があ

って、水が回ってこないところがたくさんあるでしょう。そのために各自地下水をくみ

上げて、そして対応している農家がたくさんあると思うんです。そういうことから言う

と、この対象者の範囲でちょっと俺は狭すぎるかな、そういうふうに思うんですけれど

も、末端ですよ。例えば、これ補助出したって、水が来ないところは補助出したって来

ないですよ。そうでしょう。これは値上げ分に対しての補助だから。どうですか、この

辺、農政課でどういうふうに考えていますか。対象者の範囲がちょっと狭過ぎるような。

もうちょっと末端のことを考えていただきたいな、こういうふうに思うんですが、いか

がですか。 

農政課長 ご指摘のとおり、自分のところで水を上げているというところもいらっしゃるのか

なとは思うんですけれども、今回多くのところ、水田等ではこの水利組合ないし土地改

良区からの導水を利用しているというふうなところで、ここへ補助することで受益者の

ほうの負担の軽減にもつながるというようなところでの今回のこの対象にしたところで

ございます。水がそもそも回らないというところに対しては、今後解消策がほかにある

のかどうかというところは見ていきたいというふうに考えております。今回の対象とし

ましてはこの加入している組合等というところでご理解いただければいうふうに思いま

す。 

   以上でございます。 

福田議員 だってよく考えて下さいよ。この改良区あるいは水利組合というのは耕作者からは、

これは金を取っているんですよ。10アール当たり幾らって、水利組合あるいは改良区に

よって金額の差はありますけれども、支払っているんですよ、耕作者は。それでも水が

来ない場所がたくさんあるわけでしょう。そういう耕作者というのは、井戸を掘ってく

み上げて、電気料かかっているんです。二重に経費がかかっているんです。そういうと

ころが対象になっていないということ、これに対して、私は範囲が狭過ぎる、対象がち

ょっと狭いんじゃないかという、こういうことなんですよ。改良区あるいは水利組合に

は耕作者は金払っているんですよ、これ。面積に応じてちゃんと電気料金含めた金を支

払っているんです。そこに対して補助を出すんだよと、これ結構な話ですよ。だけれど

も、その末端を考えてくださいよ。そうじゃないですか。 

農政課長 個人の、水が来なくてくみ上げて経費がかかっているという方、ご指摘のとおりあ

ろうかというふうに思います。今年度の９月の補正予算で計上いたしました農業資材等

の価格高騰臨時対策事業ということで９月に計上させていただきましたけれども、この

中で各個人と農業経営の法人も含みますが、肥料を含めまして諸材料あるいは光熱動力

費の高騰対策としまして12月から申請を受け付けるというものもございますので、そう

いった今のご指摘の方につきましては水道光熱費等の、あとは電気料等、そちらのほう
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の補助の申請である程度カバーできる部分もあろうかというふうにも考えてございます。 

   以上でございます。 

福田議員 これは対象者が違うと思うんだよね。どうですか、対象者が違うでしょう。こうい

う改良区、水利組合、これよりはもうちょっと末端ですよ。同じ料金上がっているんだ

から。使う量は違うと思いますよ。消費量は違うけれども、値上がりしているのは同じ

なんですよ、これ。なぜ地下水をくみ上げているかということをよく理解していただき

たい、そこを。水が来ないからですよ。ちゃんと水利費は払っているんだけれども、水

が来ないから各生産者は独自で要するに経費をかけて、そして電気料を払ってポンプを

設置して、そして耕作しているんですよ。そういうところをもうちょっとやはり見つめ

ていただきたい。これが一番大事じゃないですか。団体なんかよりは個人ですよ。それ

だって、どこの農家もそうかというと、そうじゃないんですよね。水が間に合っている

ところ、間に合わないところがそういう設備を設置して、そして電気料を支払っている

んですよ。ここが対象と違いますか。農政課長、どうですか。 

農政課長 設備的に土地改良区とかに水利料払っても水が来ないというようなところのご指摘

につきましては、こういった補助もさることながら、その設備の改修そのもののほうの

要因ということもございますので、すぐに改善できるかどうかというのは、それぞれの

状況があろうかと思いますけれども、そういったところの改善も別途進めていくという

ようなことも必要かなというふうに改めて認識いたしました。 

   また今回の補助、先ほど申し上げましたとおり、９月の補正で個人への水道、光熱、動

力費ということも今年度補助メニューにはしておりますので、そちらのほうでのある程

度カバーというようなところでご理解いただければなというふうに考えてございます。 

   以上でございます。 

福田議員 この辺をもうちょっと考え直していただきたいなと。対象者のポイントが違うと思

う。これは、この団体に対しても、それはそれで当然かも分かりませんけれども、それ

よりもうちょっと末端ですよ。そういうことをもうちょっと検討していただきたいなと、

強く求めたいと思います。 

   以上です。 

議長 ほかに。 

君嶋議員 すみません、２ページの、先ほどから話が出ています生活支援について。やはりこ

の１億円のお金を市独自で行うなら、市民が、今困っているのほとんど全部市民全体だ

と思います。ですから、キャッシュレス決済とかそういうのじゃなくて、商品券なら商

品券で、先ほど武藤議員も言いましたように、１世帯5,000円なら5,000円で、プレミア

ムとかそういうのつけないで、もう均等で全員に支援金として配ったほうが私は市民に

対しても有効ではないかと思いますので、この辺についても検討していただければと思

います。 
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   以上です。 

議長 答弁いいですか。 

君嶋議員 はい。 

古川議員 ３ページの高齢者福祉施設と、あと障害者福祉施設に対する支援をするということ

なんですが、結局これ大事なのはそのサービスを受けている方に、例えば電気代が上が

ったから、食材が上がったからサービス代の負担を求められないようにするということ

ですよね、目的は。そこちょっと確認したいんですけれども。 

社会福祉課長 社会福祉課長です。 

   議員おっしゃるとおりでございます。 

古川議員 分かりました。個人的にはうちの母もお世話になっているので、そういう理由でも

し上げさせてくださいと来たら、市からもらっているでしょうと言っていいんですよね。

分かりました。ありがとうございます。 

議長 ほかに。 

笹島議員 これ、大まかに見ていて、先ほどから言っている生活支援者、それから事業支援、

もちろん介護施設、社会福祉のほうのあれと、それから医療機関も電気代が上がってい

るからということ、それから農業関係。これもう一つ、電気とか何かいっぱい使ってい

るのは製造業だと思うんですけれども、中小零細の、そういうところにこれ当てはめな

いのかな。何かちょっととんちんかんな気がするんだよね。もちろん介護施設云々は分

かっているけれども、その還元は直接どこにいくのか。福祉施設なのか、今言った利用

者にいくのか、これも今一つよく分からない。 

   それから、もう一つ、医療機関、もちろん医療機関、そんなに俺電気使っていると思わ

ないんですけれども。これ趣旨って電気、エネルギー、要するにガスでしょう、食料品

でしょう。趣旨から何かちょっとずれているような気がするんですけれども。本来の製

造業の方というのは非常に電気使っていますよね。もちろんＬＰガスも使っていますよ

ね。こういうことを今入れなきゃいけないのに、何でこれ抜けているの。それとも、中

小零細企業が、那珂市には零細の企業は少ない、ないということなのか、これは。それ

ちょっと教えてくださいよ。 

政策企画課長 中小企業に対する支援ということでございますけれども、今回那珂市の独自支

援メニューの中では設定はしてございません。というのは、茨城県の支援メニューの中

で、中小企業に対して、売上げが落ちたようなところについては一律10万円を支給する

というような制度がございましたので、今回限りある財源の中で、那珂市独自でという

ことの部分については、本日お示した内容ということでございます。 

   以上です。 

笹島議員 今言っていた中小零細企業のほうに一律10万円、これから支給するんですか。 

政策企画課長 12月から受付を開始するということで伺ってございます。 
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   以上です。 

笹島議員 これは前からやっていた前年から何割売上げが減って、そういうことを対象にする

という、何か月前か去年かやりましたよね。中小零細企業の、今言っていた売上げが減

のあれ。それと同じようなことをやるわけですか。 

政策企画課長 今年の１月から10月の売上高、それと昨年の１月から12月の間、それの年間

の売上げ、それが120万円以上の企業に対して、比較をしまして20％以上減少していると

いうことが条件となりますけれども、そちらに10万円を支給するという事業内容となっ

てございます。 

笹島議員 それは茨城県がやるということであって、その対象になっているから救済しなくて

いいということで。では、那珂市としてはそういう方に対しては何も救済する考えはな

いわけですね。 

政策企画課長 今回につきましては、中小企業に直接支援を行うということではなくて、先ほ

ど申し上げましたキャッシュレス決済等でＰａｙＰａｙを使っていただきまして、それ

を市内事業者のほうにどんどん使っていただいて市内経済の活性化を図っていきたいと

いうふうに考えてございます。 

笹島議員 確認しますけれども、生活支援のほうとして、那珂市としては一般の中小零細企業

の従業員の方とかオーナーの方とか、そういうのも含めてキャッシュレスを使ってくだ

さいということで。あと、県が独自で今言った中小零細企業を一律10万円で救済します

という、これから施策をやりますから、それを使ってくださいというふうに分けたとい

うことでいいですね、確認ですけれども。 

政策企画課長 整理をするとすれば、今おっしゃったような内容になると思います。 

   以上です。 

議長 ほかに。 

關議員 ４ページと５ページなんですが、先ほど福田議員の質問の内容に全く同感で賛成なん

ですけれども、５ページの認定農業対象の認定農業者、認定新規就農者というのがちょ

っと意味が分からないんですけれども、詳しく教えていただいてよろしいでしょうか。 

   それと、もう一つは事業者支援、４ページのほうも事業者支援となっていますが、これ

はやはり一般農家の支援ということで、やはり福田議員と同じように対象者の範囲をも

っと一般農家に広げるべきじゃないかという気がいたします。そのようなところはいか

がでしょうか。 

農政課長 まず、認定新規就農者でございますけれども、こちらのほうにつきましては、新た

に農業経営を営もうとする方で、計画を作成し、市のほうが認定をすることによって認

定農業者というようなくくり、同じような感じで資金的なメリットとか、そういったも

のが受けられるという方でございます。 

   もう一つ、水利費のほうです。先ほどからご指摘いただいていた部分でございますけれ
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ども、こちらの、またちょっと繰り返しになってしまいますけれども、一般の方、個人

の方も含めまして、令和３年度において年間30万円以上の農業販売収入につきまして、

電気料の高騰分ですとか、あるいは肥料とか諸材料高騰分を補助するというようなこと

を12月から申請を受け付けることになっておりますので、個人の方でそういった部分、

電気料の負担が増えたというような方につきましては、そちらのほうでカバーするとい

うふうな予定をしてございます。 

   以上でございます。 

議長 ほかに。 

石川議員 介護長寿課の高齢者支援事業でちょっと確認したいんですが、定員、例えば定員

50人以上のところだと60万円という金額が出ておりますが、これが平均して、例えば３

か月平均して48名という利用者だったらどうするんですか。これあくまでも認可をいた

だいている定員数でよろしいんですか。 

介護長寿課長 介護長寿課です。 

   認可を受けている定員になってございます。 

議長 ほかに。 

花島議員 また生活者支援関連ですが、私さっきの質問するときはＰａｙＰａｙ、もっと多く

の人が使っているのかなと思っていたんですけれども、結構使っている人がいないんで、

一体那珂市では何人がＰａｙＰａｙを利用しているんでしょうか。考えてみると、１億

円で、那珂市の人口で割ると大体二千幾らかですよね。均等に使われるとして、Ｐａｙ

Ｐａｙを使っていなかった人が新たに、みんなが使ったときにその分のポイントが得ら

れるとして考えて、そのために面倒な手続をやり、いろんなリスクがある携帯電話にそ

れセットし、使うのかといったら、非常に疑問で。ということは、結局一部の人しか登

録しない。先ほど意見があったように、高齢者の方はやりたくないし、新たに面倒なこ

とやりたくない、私なんかもそういうタイプなんで、財布なんかもいろんなカードでも

う満杯になっているし、携帯電話にいろんなことをぐちゃぐちゃ入れるとどういうふう

に悪用されるか分からないからあまり入れたくないんです。そういうことを考えると、

本当に限られた人しか使わないんじゃないかと思うんですよ。それは意見ですが、先ほ

ど言いました質問で、一体那珂市内で現在何人が使っているんでしょうか。説明会やる

と言いましたけれども、例えば半分以上の方が使っていないとして、那珂市の説明会に、

やりますからと言ったって一体それで何万人来るんですか。みんなに使ってもらおうと

思ったら、ですよ。そんなこと想定していないでしょう。その辺どう考えているかお聞

かせください。 

政策企画課長 まず、キャッシュレス決済、今現在スマートフォンをお持ちの方ということで、

例えば60代であれば91％、70代の方以上で70％というデータが出ているということでご

ざいまして、全体で日本国民のうち約7,000万人が今ＱＲコード決済などを使っていると
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いうことでデータが出ております。約半数ということになりまして、そのうちの、先ほ

ど申し上げましたＰａｙＰａｙのシェアが46％ということでございますので、那珂市の

人口のうち、約半数のうち約半分の方はＰａｙＰａｙをお使いいただけているのかなと

いうことで、あくまで憶測にはなりますけれども、データ上はそういう形になろうかと

思います。 

花島議員 どこのデータか分からないけれども、全然信用できないです。まず、携帯電話の数

というのは携帯電話登録の数かもしれませんが、ＱＲコードの決済でやっているって本

当にそんなにいるんですか。だってさっき手を挙げた人、何割ですか。半分もいないで

すよ。ちょっとそれ、単純に信じるのは、そちらに並んでいる方々が一体ＰａｙＰａｙ

どのぐらい使っているか手を挙げていただきたいぐらいですが、それは言いません、や

りません。一応気持ちだけです。ちょっと内部過ぎますよ。どこのデータなんですか、

国のデータですか。大体、私、国のデータ最近信用できなくて、新型コロナウイルス感

染症でも本当にワクチン打たせるためだけのデータを表示しているような感じで、副作

用の率とかまるっきりいい加減なデータばっかり流しているんです。この件もひょっと

してそういうことないでしょうか。 

政策企画課長 このデータにつきましては、ＰａｙＰａｙから頂いた資料ということになりま

すのであれですけれども、ただそこもほかの事業者とかも比較した中での数値というこ

とになってございますので、信憑性はあるというふうに考えてございます。 

   以上です。 

花島議員 ＰａｙＰａｙからもらったデータというのはそうでしょうが、それを信じるという

のは普通はないですよ。何か裏づけを取ってから考えるべきです。全国でどうかは知り

ませんが、那珂市は特別な場所なんですかね、こんなにＰａｙＰａｙ使っている人が少

ないって。あそこは全国でも特異的な場所だって、それどっちだっていいんですが、現

実に那珂市内では少ないと私は思います。議員だってこれだけだから。お年寄り、何歳

以上がお年寄りかによるけれども、この中で、これだけ一定の活力がある人でこれしか

使っていないということは、そうじゃない、使っていない人がやたら多いですよね、き

っと。もう一回考え直してほしいですね。 

政策企画課長 繰り返しにはなってしまいますけれども、今回このＰａｙＰａｙを使ったキャ

ッシュレス決済でポイント還元をするということにつきましては、既存のサービスを活

用して早期にできるということを考えたということを一つ理由としてございます。交付

金の性格上繰越しができないということがありましたので、商品券、そちらのほうを断

念せざるを得なかったということがございます。ご理解いただければと思います。 

花島議員 早期にできると言いましたが、結局ある程度有効性を持たせようと思ったらＰａｙ

Ｐａｙってこういうもんですとかこうやって登録しますとか使い方の注意とか、それを

教えなきゃならないですよね。それは事務手続として必要でしょう。本当に大勢が使お
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うと思ったら、とんでもない数の手数料がかかる。市の職員の人件費としても。そんな

ことだったら、ちょっと意見もあったように、例えば１人二千何百円かぽんと現金支給

にしちゃったほうがいいと思います。 

   それと、結局ある程度お金を使う余裕のある方だけが使った額に応じてメリットを得ら

れる。本当に困っているのはお金を使う余裕の少ない方だと私は思うんです。そういう

点でも何か賛成できないです。 

   以上です。 

議長 ほかに。 

笹島議員 ＰａｙＰａｙって残高がなければあれだけれども、本当に会社勤めて余裕がある人

しかこれ使っていないよ。本当に余裕ない人ってこんな、ごめんなさい、あれ預金に残

高なければ使えないんだから。クレジットカードもそうですよ。だから、これまずいん

じゃない、こんなことやっていて本当に手厚く、今言っていた本当に困っている人に行

き渡らないって分かっていてやっているんじゃない、これ。何でそういうことの本当の

本筋をついていないのかな。それで、めんどくさい説明会。説明会の、ＰａｙＰａｙの

職員が来て説明会させますなんて、こんなこと言うわけじゃないでしょう。何でこうい

うことをやっているのかな。もっとストレートに行き渡る方法を考えて、今すぐでもこ

れ、みんな困っているんでしょう。だから今すぐでもやってあげなきゃしょうがないじ

ゃん。そんな、今言っていた絵に描いたような餅っていうか、何か的外れなことやって

いては。そう思わないか、これ的外れですよ、これ、やっていることが。緊急で本当に

困っているところにすぐにやらなきゃいけないのに何で説明会やって、今度ＰａｙＰａ

ｙに登録してもらって、やれ銀行口座持っていて、そこで預金残高、こういうのいろい

ろ大変なんですよ、めんどくさいから。クレジットカードがそうでしょう、だから。私

さっき言ったじゃないですか、スーパーで私は買物しているけれども、ほとんどキャッ

シュとカードと、それからこの今言っていたこういう、ごめんなさい、ＰａｙＰａｙみ

たいにこんなことやって、３種類に分けているんですよ、だから。茨城県というのは本

当に遅れているんです、それは。悪いけれども。首都圏なんです。これ使っているのは。

８割、９割の若い人がもうほとんど使っているわけで、もう現金を嫌がるところなんで

す、首都圏というのは。カードかもしくはこういうスマホ決済、これが喜ぶんです。そ

ういうふうにシステムにしていますから。ここはみんな現金を使って喜ぶようなお店、

中小零細企業がみんな多いんですよ、だから。何で那珂市においてそういう、どこから

こういう知恵を入れたのかなと思って、どこかのまねしたのか。絶対那珂市の独自の方

法だと俺思わない。どこでまねしたんですか、こんなこと。独自で自分で考えてやって

くださいよ。那珂市はこうだということ。さっきからあれはできないこれはできないと、

その話ばっかりして、もうお昼になっちゃうよ、こんなことやっていたら。早くやって

くださいよ、そんなもの。考えて、もうすぐ。市長もそれ考えているでしょう、これ。
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市長はどういう考えなんですか、それは。 

副市長 ありがとうございます。 

   先ほどから繰り返しになってしまいますけれども、一つは今回交付金の繰越しができな

いということで、商品券を最初検討したんですけれども、そういう金券では手続的に間

に合わないということです。それから、先ほどお話がありましたように、一応国の支援

メニューも現金給付というのを直接やるというのを想定していないというところがあっ

て、商品券という形で配ることによって消費の喚起、経済の活性化というのも含めて対

応できるということでこの選択。 

   先ほど言ったように、おっしゃるとおりだとは思いますけれども、一方で東海村や常陸

太田市や、県内でもたくさんの市町村で利用し始めていると。また手数料が、商品券作

ると大体３割は手数料で持っていかれちゃうんです。このＰａｙＰａｙとか使うと５％

で済むので、計上している予算がほとんど還元されると。一応限度額１万円ということ

ですので、特定の人に特に偏って利益が行くという形ではない形を取っているわけです

けれども、議員の方々がおっしゃるとおり、まだまだ普及不十分だろうというのは我々

もちょっと検討しなければならないと考えておりますけれども、今後デジタル化に向け

て、店舗のほうが400店舗という形で、商品券で取り扱うよりもさらに倍のお店でも導入

については進めているということもございます。やはりデジタル化に向けて市としても

率先していかなければいけないという思いもあって、このＰａｙＰａｙ利用について今

回検討させていただきたいと思っております。何とぞご理解のほどをよろしくお願いし

たいと思います。 

議長 ほかに。 

古川議員 先ほど来、議員各位から検討してほしい、再考してほしいというようなお声があり

ますが、これ今日の臨時会で議決しなければできないわけですよね。そうすると、仮に

否決された場合、先ほど来お話がある交付金は繰越しができないということになると、

結局使い道なくて終わっちゃうということになるんですか。そこちょっと確認したいん

です。また検討して何らかの、例えば12月の定例会とかまでに再考していただいて、そ

のとき改めて議決という方法もあるんですか。 

政策企画課長 このキャッシュレス決済、ＰａｙＰａｙの部分につきましては、今月中に相手

方のほうと契約を締結したいということがありましたので臨時会ということでお願いし

てございましたので、仮に12月議会で同じように上程させていただいて議決をいただい

たとしても、年度内というのはなかなか難しくなってくるかなというふうに考えており

ます。 

   以上です。 

花島議員 何か今の答弁おかしいんで、ＰａｙＰａｙとやるんだったらそうという話でしょう。

例えば一律に現金給付するという話だったら別に難なく再議決なり何なりすればできま
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すよね。だから、要するに、古川議員の質問は国から来るそういう補助金というんです

か、それが使えなくなっちゃうのかという質問だったと私は認識しているんですけれど

も、そっちの答弁はそれに対する答えになっていないです。 

政策企画課長 すみません。ＰａｙＰａｙの部分についてはということでお話しはしましたけ

れども、先ほど副市長からもお話があったとおり、国のほうから直接現金を給付するよ

うな部分というのは推奨メニューとしては出ていないということがありましたので、プ

レミアムをつけて商品券というような形で検討したというのが一つございました。その

結果、今回ＰａｙＰａｙということでお願いしているわけですけれども、それがかなわ

ないということであればほかの事業を検討して進めるということもあろうかとは思いま

すけれども、年度内に全てを終えるということはなかなか難しいのかなというふうには

考えてございます。 

議長 なければ、以上で質疑を終結いたします。 

   以上、全ての議事が終了いたしました。 

   これにて全員協議会を終了いたします。 

     閉会（午前11時28分） 

 

令和５年３月15日 

   那珂市議会議長 萩谷 俊行 


